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推奨 7 クラス エビデンスレベル 

深部静脈血栓症

の急性期症状改

善に圧迫療法を

施行する。 

 

IIa C 

参考文献 研究形式 対象 介入 対照群 結果 

Kahn, 2014 RCT の副次解析 中枢型 DVT 患者 

803 名 

足関節圧 30-40 

mmHg の弾性スト

ッキングによる圧

迫療法 

プラセボ 

ストッキング 

弾性ストッキングはプラセボストッキングと比べて 60 日までの下肢痛に差を認め

なかった（疼痛スコアの平均差，-0.27, 95%CI -0.56〜0.03）。なお，1 ヶ月時点

で毎日着用している患者に限定しても両群間に有意差を認めなかった（疼痛ス

コアの平均差 -0.25, 95%CI -0.59〜0.10）。 

Amin, 2018 

 

 

RCT の副次解析 中枢型 DVT 患者 

856 名 

大腿部までの多

層包帯法もしくは

大腿部までの弾

性ストッキングに

よる圧迫療法 

非圧迫 多層包帯法もしくは弾性ストッキングによる圧迫療法群は，非圧迫療法群と比較

して DVT 発症後 3 ヶ月の Villalta スケールにおける客観的な臨床所見が有意

に少なかった（平均値 1.52±1.59 対 2.21±2.15, p<0.001）。主観的な臨床症

状や Villalta スケールの合計点は 3 群間で有意差を認めなかった。1 ヶ月後の

日常生活や DVT に特化した QOL を用いた評価では，弾性ストッキング群が多

層包帯群よりも有意に高い QOL を有していたが（EQ-5D: 0.86±0.18 対 0.81

±0.23, p= 0.015）（VEINES-QoLint: 0.66±0.18 対 0.62±0.19, P= 0.030），3 ヶ

月後にはその差は消失していた。なお，圧迫療法群と非圧迫療法群との比較で



CI: Confidence interval，信頼区間 

DVT: deep vein thrombosis，深部静脈血栓症 

EQ-5D: EuroQol 5 Dimension score，EuroQoL における 5 項目記述式評価(QOL の指標) 

QOL: quality of life，生活の質 

RCT: randomized controlled trial，ランダム化比較試験 

VEINES-QoLint，下肢静脈疾患に特化した QOL 指標 
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は，1 ヶ月後の QOL に有意差を認めなかった。 

Galanaud, 2022 RCT 中枢型 DVT 患者

341 名 

25mmHg 圧の弾

性ストッキングに

よる圧迫療法 

35mmHg 圧の

弾性ストッキン

グによる圧迫

療法 

25mmHg 圧の弾性ストッキングは 35mmHg 圧の弾性ストッキングと比べて 2年

時点での血栓後症候群（Villalta スケール≥5)の予防効果は非劣性であった（絶

対差 -2.3%, 90%CI -12.1〜7.4, 非劣性 p=0.0062）。3 ヶ月時点での症状（疼

痛，腫脹，不快感）も両群間で有意差を認めなかった。 


